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法の侵害か、モラルの侵犯か

―映画『ノスフェラトゥ』と原作『ドラキュラ』をめぐる考察―

翻訳の諸問題を考察するにあたり、特殊な位置を占めるものに、メデイア間

翻訳がある。異なる言語間の翻訳も、その語彙や論理構造の相違ゆえ多くの間

題を提起するが、一般的には発話された音声から音声へ (いわゆる通訳)か、

記述された言説から言説へ (いわゆる翻訳)か と、メッセージを伝達するメディ

アそのものは共通していることを前提としている。つまりここにおいては、語

対語あるいは文対文の「意味」の一致不一致を厳密に検証する作業が、出発点

として成立するのである*l。

しかし文学作品の映像化のようなメデイア間翻訳の場合、ことはより複雑で

ある。まずそもそも言説における「赤い花」が、映像の「赤い花」と同一のも

のを意味していると見なしていいのかという問題がある。これについては、例

えばベラスタスの『官女たち』を記述した文章と絵そのものがどれほど「似て

いるか」を比較検討することの意義を考えてみればいい。写実的に目の前にあ

るものを描いているかのようにとらえられる一枚の絵を、写実的な言語で記述

する場合ですら、文章だけを読んでそこから正確に絵を再現することは難しい。

ましてや対象がピカソの『『官女たち』に基づく習作』のように、写実的と見な

すことのできない作品であれば、なおさらである。その逆もまた真であり、し

かもいかに一見「写実的Jに思われる「描写」も、言語作品においては実際に

は読者の想像に委ねる余地を大量に残した省略された表現なので、こちらから

画像イメージヘの厳密な変換はより困難である*2。 ましてや文学作品の映画化は、

'1巌密には個々の語 文の「意味Jはコンテクストによって決定されるので lE男1の語 文単位で
の比較で検証が終わるわけではない。また詩など形式も重視されるジャンルの作品については
オリジナルの「意味」だけでなく 形式 普韻面での特徴をいかに翻訳で再現しているかも重要
な問題になる。しかしいずれにせよ言語表現から言語表現への翻訳においては、メデイアは同一
であると見なすことができる。

・ 2村上龍と坂本龍一は対談において 画像よりも文字テクス トの方が進かに意味に変換される情報
喚起力が強いとしている。村上龍『存在の耐えがたきサルサ』文藝春挟社 2001、 ■5‐6頁 参
照 。
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